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ツマジロクサヨトウの発生について 

 

 

   令和２年６月９日、県内の飼料用トウモロコシ圃場においてツマジロクサヨトウの幼虫の発生及び食害

が確認されました。本種は、昨年、日本国内で初めて確認され、全国ではこれまでトウモロコシ（飼料用、

観賞用及びスイートコーン）、ソルガム（飼料用、緑肥用及び防風用）、さとうきび、えん麦（飼料用）及

びもちきびで確認されており、本県では、昨年、飼料用トウモロコシ、スイートコーン、飼料用えん麦で

発生が確認されています。 

本種の幼虫は広食性であり、被害をうける恐れのある飼料用トウモロコシ、飼料用ソルガム、スイート

コーン等の生産圃場での今後の発生に注意して早期発見、早期防除を行ってください。 

 

 

記 

 

１．発生状況 

（１）県内の飼料用トウモロコシにおいて近接した４圃場でツマジロクサヨトウ幼虫（中～老齢）の発生と食

害が確認された（図１~３）。 

（２）４月から県内５か所に設置したフェロモントラップによる誘殺では５月中旬から下旬にかけて諫早市、

五島市、対馬市で成虫が確認された。 

なお、現在、周辺圃場での幼虫による食害は確認されていない。 

 

２．防除対策等 

（１）早期発見 

   本種の幼虫は、寄生植物の軟らかい葉を好んで食害する傾向にあるため、生産圃場を定期的に見回り、早

期発見に努める。定植後（発芽後）まもない時期は、農作物の被害が大きくなることが想定されるため、特

に注意が必要である。 

（２）防除対策 

 ア 現在のところ、本種に対して登録のある農薬はないため、発生圃場においては植物防疫法第29条第1項に

基づく措置を行うこととし、指定される薬剤（別紙参照）の散布を行う。散布にあたっては、新葉の葉しょ

う基部に潜り込んでいる幼虫に十分届くよう、株の上部までしっかりと散布する。なお、周辺作物への農薬

の飛散（ドリフト）に十分注意する。   

 イ 農薬による防除が困難な場合は、被害の拡大や虫の分散等を防止するため、早期刈り取りやすきこみを行    

  う。 

 

 

 

 



 

  

 

 
 

 

図１ 飼料用トウモロコシの食害株 図２ 葉しょう基部に潜り込んでいる幼虫 

 

 

 

図３ ツマジロクサヨトウ幼虫 

 

 

○６月から８月までの３か月間を「農薬危害防止運動月間」と定め、農薬事故を防止する運動を実施してい

ます。 

○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。 

  「長崎県病害虫防除所ホームページ」 アドレス：http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/ 

○この情報に関するお問い合わせは、電話でお願いします。 

  長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：0957-26-0027 

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/


 

ツマジロクサヨトウの薬剤防除に使用できる農薬一覧（農林水産省 HPより） 



 



 



 



 


